
【e-DEN 通信】No.４４ 電験三種受験情報 

電験三種「理論」の正誤（○×）チェックにチャレンジ   

三浦雄一郎８０才エベレスト登頂成功！幾つになっても夢の実現は素晴らし

いですね！さて、今回は「理論」の正誤問題を 20問準備しました。 

全２０問、次ページの答を見ずに正誤（○×）チェックを試みてください。

まちがえた箇所は、早めのフォローで本番にはクリアー（成功）して下さい！ 

理論のチェック問題 

問 No           設   問 正誤 

 １ クーロンの法則：電荷間の吸引力や反発力は相互の距離に反比例する  

 ２ 平行平板コンデンサの電界の強さＥは、Ｅ＝Ｖｄ（Ｖ：電圧、ｄ：極間隔）  

 ３ ２つの静電容量の合成値は、直列より並列の方が大きくなる  

 ４ エネルギーの単位［Ｊ］は、［Ｊ］＝［Ｎ・ｍ］である  

 ５ 
円形コイルの中心磁界は、Ｈ＝

ＮＩ

２πｒ
で求められる 

 

 ６ 
コイル相互間の相互インダクタンスＭは、√Ｎ

１
Ｎ

２
に反比例する  

 

 ７ 電界中に置かれた電子の受ける力をローレンツ力という  

 ８ 重ね合わせの定理：複数の定電圧源や定電流源のある場合に適用できる  

 ９ ＲＣ回路の過渡現象を扱うときの時定数Ｔは、Ｔ＝Ｃ/Ｒである  

１０ 
瞬時値ｅ＝√２Ｅsinωｔで、実効値はＥ、ωの単位は［ｒａｄ］である 

 

１１ 可変抵抗Ｒと固定抵抗ｒの直列回路に直流電圧Ｅを印加したとき、Ｒで消費

される電力はＲ＝ｒのときに最大となる 

 

１２ 正弦波交流では、波高率より波形率の方が大きい  

１３ 
Δ結線の線間電圧は相電圧の√３倍で、線電流は相電流の１/√３倍である 

 

１４ ＲＬ並列回路のコンダクタンスは１/Ｒでサセプタンスは１/（ωＬ）である  

１５ 
Ｚ
・

＝Ｒ＋ｊＸのとき、電圧と電流の位相差がπ/４のとき、Ｒ＝√２Ｘである 
 

１６ 二電力計法による三相電力の測定は、負荷が平衡している場合に限られる  

１７ Ｐ形半導体のドナーにはガリウム、Ｎ形半導体のアクセプタにはひ素がある  

１８ ＦＥＴではゲート電圧によってドレーン電流を制御する  

１９ リサジュー図形は周波数比が１：２のとき８字形になる  

２０ ディジタル計測のＡ/Ｄ変換は、標本化、符号化、量子化の順で行う  



 

理論の解答 

全２０問中、×となるものについて正しい答を示しておきます。  

間違えた問題は、弱点箇所です。調べなおして強化しておきましょう！ 

問 No           正しい答 正誤 

 １ 電荷間の吸引力や反発力は相互の距離の２乗に反比例する × 

 ２ Ｅ＝Ｖ/ｄ（Ｅの単位が［Ｖ/ｍ］であることを知っていれば簡単） × 

 ３  ○ 

 ４  ○ 

 ５ 
円形コイルの中心磁界は、Ｈ＝

ＮＩ

２ｒ
で求められる（ビオ・サバールの法則） 

× 

 ６ コイル相互間の相互インダクタンスＭは巻数の積（Ｎ１Ｎ２）に比例する × 

 ７ 磁界中に置かれた電子の受ける求心力をローレンツ力という × 

 ８  ○ 

 ９ ＲＣ回路の過渡現象での時定数Ｔは、Ｔ＝ＣＲである × 

１０ ωの単位は［ｒａｄ/ｓ］である × 

１１  ○ 

１２ 
正弦波交流では、波形率（1.11）より波高率（√２）の方が大きい 

× 

１３ 
Δ結線の線間電圧＝相電圧で、線電流は相電流の√３倍である 

× 

１４  ○ 

１５ 電圧と電流の位相差がπ/４のとき、Ｒ＝Ｘである × 

１６ 二電力計法は、負荷の平衡・不平衡に関わらず三相電力を測定できる × 

１７ Ｐ形半導体のアクセプタにはガリウム、Ｎ形半導体のドナーにはひ素がある × 

１８  ○ 

１９  ○ 

２０ ディジタル計測のＡ/Ｄ変換は、標本化、量子化、符号化の順で行う × 

 

最後に一句「今一度、早めのチェック、実を結ぶ」            

 


